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「えこっと」は地球環境を守るために、私たちの
暮らしをちょこっと（少し）だけ、えーこと（良
いこと：やさしい）、エコロジカルにしようと、
大阪言葉を交えた意味を込めています。
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みなさんは衣替えの時、一度も袖を通していない服を見つ
けた経験はないでしょうか？
英国の衣料品ブランド「RapanU.1(ラパヌイ)」によると下

着や靴下を除いて、シャツ類やズボンなどの耐用年数を考慮
した英国の成人（18歳）以降の平均寿命（約63.2年間）の間
に必要な衣服は149着だけ。
ファストファッションをはじめとする安価な衣類は気軽に

ファッションを楽しめる一方で、原料の調達からはじまり、紡績
や染色、縫製などさまざまな工程で環境に負荷を与えていま
す。また、安価な衣類は大量生産することが前提であるため、
製造の際に必要な資源やエネルギーが必然的に多くなります。
購入されたとしても、着られることなく廃棄されているという
問題も挙げられ、環境省によると、年間で1人当たり１８枚の衣
類が購入され、１５枚が廃棄、３５枚が一度も袖を通していない
と発表されています。この35枚を生涯年数で計算するとその
数、2000着以上が着られずにしまわれたまま…。
この従来のファッション産業が抱える環境破壊に加え、労働
者の権利侵害といった問題にも対処し、環境や社会への負荷
を最小限に抑え、大量生産、大量消費から脱却することを目
指す取組みがサステナブルファッションです。
身近なところでいえば、昔から売られている「古着」や衣類

を修繕（リペア）し、着まわしたりすることです。兄弟がいるお
子さんの「おさがり」もサステナブルファッションと言えます。
世界的にも古着販売市場はコロナ禍後から急速に成長して

おり、２０３０年にはファストファッションの約２倍の市場になると
予測されるなど、大量消費からの脱却が見て取れます。

今回は皆さんの身近にある「衣」をテーマにサステナブル
ファッションについてお話ししました。
皆さんの中にはすでに古着やリペアを使いこなしている方

もいるかもしれません。
もし、周りにサステナブ
ルファッションを知らない
方がいればぜひ教えて、
活動を広げてください。
その一言と行動が衣
類から始まる環境問題解
決の一歩になります。

出典：環境省「サステナブルファッション」サイトより
https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/

また、日本でも、度重なる物価高もあり、新品の衣類を買う
のではなく、古着を選ぶことが若者の間で流行しているといい
ます。「比較的お買い得である」「個性が出しやすい」といった
理由が主な部分を占めますが、この動きが結果的に地球環境
に大きく貢献しています。

ご家庭や会社で取組んでいるエコ活動や、身近で地球温暖化防止に役立っている商品、設備、施設等ありましたら教えて
ください。その他、本紙の感想や取り上げてほしい特集なども、右のQRコード、または上記のアンケートフォームより
お寄せください。みなさんのご意見・ご感想お待ちしてます！

ご意見・
ご感想

大募集！

https://goo.gl/aZVbQn

継続して購読されたい方は、1期（年3回発行）送付分の切手、84円3枚を添えて、郵便番号、
住所、氏名、電話番号、何号分から送付をご希望かを記入のうえ、大阪府地球温暖化防止
活動推進センターまで郵送にてお送りください。

●あて先　〒541－0054　大阪市中央区南本町2－1－8　大阪府地球温暖化防止活動推進センター
お近くの市町村（環境担当部署）、消費生活センター、図書館、府民情報プラザなどでも配布しております。

本紙は１部あたり10.2ｇのＣＯ２（ライフサイクル）
を排出しますが、これを大阪府域において実施
された森林吸収（間伐促進型プロジェクト）で創出
されたクレジットでオフセットしています。

野鳥観察会

大阪府民の森 ちはや園地 イベント情報2024年12月 イベント担当／（一財）大阪府みどり公社　森林緑地チーム
TEL.06－6266－1038　FAX.06－6266－8665　mail:ryokka@osaka-midori.jp

【期間】１2月22日（日）　
【時間】10：00～ 14：00
【集合】ちはや星と自然のミュージアム

※昼食をお持ちください
【料金】１00円　【定員】15名
【申込】予約不要

冬鳥の季節がやってきました。みんなで探す
と楽しさ倍増！

クリスマスリースづくり

【期間】１２月８日（日）
【時間】AM:10：00～ 11：00

 PM:13：00～ 14：00
【集合】ちはや星と自然のミュージアム　
【料金】700円　【定員】各20名
【申込】0721-74-0056へ電話申込

とにかく大人気のロングセラーイベント。
お申し込みはお早めに！

クリスマス小物づくり

【期間】12月1日（日）
【時間】AM:10：00～ 11：00

 PM:13：00～ 14：00
【集合】ちはや星と自然のミュージアム　
【料金】500円　【定員】各20名
【申込】0721-74-0056へ電話申込

自然のぬくもりを感じるかわいいクリスマス
のアイテムを楽しく作りましょう♪

大阪府地球温暖化防止活動推進センターは、昨年度に引き続き、今
年度も若者（八尾市在住・在学の高校生・大学生）を起点にした、地域の
環境課題解決に向けた取組みを支援しています。

8月22日（木）にはキックオフイベントとして、高校生4名と大学生3
名の参加者を迎え、アクトランドYAOにて参加者同士の親睦を図るた
めの交流会を開きました。

盛夏の中、流しそうめんで涼を感じながらお腹を満たしたあと、隣接
する里山に足を運び、身近な森の生態系について学びを深めるととも
に、里山が抱える問題についてレクチャーを受けました。実際に、現地
の様子を体感することで、参加者一人一人が自分事として実感できた
ようでした。

今後、里山の問題だけではなく、地域が抱える環境課題について自
ら調査をし、また外部の講師から情報提供等をいただきながら、解決
に向けた具体案の検討をすすめて参ります。

この日の活動で参加者同士の結束が固まったようなので、今後の展
開に期待しています。

参加者親睦交流会 at アクトランドYAO

学生たちの環境活動ノート④

大阪府では商品・サービスのCO2排出量を見える化表示するカーボン
フットプリント（CFP）※の普及に取り組んでいます。
現在お得なキャンペーンを実施していますので、ぜひご参加ください！

チラシやポスターに掲載のＱＲコードから店舗
アンケートにお答えいただいた方の中から、
抽選で100名様にQUOカード1,000円分が当
たります！ 

店舗アンケート実施中！

公式Ｘのフォロー＆引用リポストで、抽選で
10名様に大阪産（もん）名品詰め合わせ
セットが当たります！

「#おおさかCFP」プレゼントキャンペーン実施中！

アンケート実施店舗一覧はこちら▶

公式Xはこちら▶

▶

大阪版CFPラベル
おおさかカーボンフットプリント
プロジェクト詳細はこちら

※カーボンフットプリント（CFP）：商品等のライフサイクル全体の温室効果ガス
排出量をCO2に換算し、わかりやすく表示する仕組み。
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循環利用循環利用適量購入適量購入

「大量生産・大量消費・大量廃棄」から
「適量生産・適量購入・循環利用」へ
「大量生産・大量消費・大量廃棄」から
「適量生産・適量購入・循環利用」へ
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供給量

供給量の増大と価格低下

日本繊維輸入組合「日本のアパレル市場と輸入品概況」、矢野経済研究所「繊維白書」より

国内アパレル供給量・市場規模の推移

価格

国
内
に
お
い
て
も
供
給
数
の

増
大
と
価
格
低
下
で
大
量
消
費
が

進
ん
で
い
や
す

国
内
に
お
い
て
も
供
給
数
の

増
大
と
価
格
低
下
で
大
量
消
費
が

進
ん
で
い
や
す

安
易
に
服
を
買
い
替
え
る
前
に

『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』に

つ
い
て
お
教
え
し

や
す
ぜ
ッ
！

安
易
に
服
を
買
い
替
え
る
前
に

『
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』に

つ
い
て
お
教
え
し

や
す
ぜ
ッ
！

ちょっと
待ったァー！！

そ
れ
が
大
量
廃
棄
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
や
す
！

そ
れ
が
大
量
廃
棄
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
や
す
！

大量に廃棄されている現状

ごみに出される衣服の総量と
処理方法

1日あたりに焼却・埋め立てされる
衣服の総量（平均）

再資源化5%

可燃・不燃ごみに出される
衣服の総量

470,000t

焼却・埋め立て

445,000t

25,000t

95%

大型トラック

1,200t/Day

120台分
2022 年調査
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参考：消費者庁 _サステナブルファッション習慣のすすめ (https://www.ethical.caa.go.jp/sustainable/)
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参考：環境省 _サステナブルファッション (https://www.env.go.jp/policy/sustainable_fashion/)
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その他のヒント

・本当に必要かもう一度考えてみる

・長く着ることが出来るものを買う

・処分する時のことも考えてみる

・古着を買う

・大事に使い長持ちさせる

・マイクロプラスチックを流出させない

・お直しやリペアで長持ちさせる

・家族や友人同士で着まわす

・バザー・フリーマーケットを活用

・古着の回収サービスを利用

・寄付する

・リメイクを楽しむ

・使い道がない場合は資源回収に

・自宅のクローゼット等を確認して、
　不要な服は定期的に処分・有効活用
　する
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買う時、選ぶ時のヒント
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今回ご協力いただいたのは、日東電工株式会社
の茨木事業所所長である大出聡さんと環境企画
グループの松本志乃さん。メールでのインタ
ビューに快く応えてくださいました。

編）環境問題に対して、力を入れるようになった
きっかけをお聞かせください。

松）Ｎｉｔｔｏは2000年度に日本企業として初めて
「マテリアルフローコスト会計（MFCA）※1」を
導入するなど、環境活動は従来から取り組ん
できました。グローバルに全社を挙げて環境
活動に取り組むようになった大きなきっかけ
の一つは2022年にカーボンニュートラル
2050を宣言したことです。気候変動が人類
や地球上の生物にとって共通の課題である
との認識を深め、企業としての責任を果たす
ため、2050年までCO２排出量実質ゼロを目
指します。また、同年に製品を通じた人類や
地球の課題解決を目指して、環境貢献製品
としてＰｌａｎｅｔＦｌａｇｓの認定を開始しました。
茨木事業所では、多くのＰｌａｎｅｔＦｌａｇｓ製品を
産み出すべく、日夜、精力的に研究開発に取
り組んでいます。2023年にスタートした
中期経営計画「ＮｉｔｔｏｆｏｒＥｖｅｒｙｏｎｅ２０２５」
では、2030年までに「なくてはならないESG
トップ企業」を目指すことを掲げ、ESGを経
営の中心に置き、お客様、社会、地球にとって
なくてはならない企業を目指しています。

編）環境問題に対する「企業としての取組み」を
お聞かせください。

松）モノづくりにおいて電力・化石燃料の消費、
原材料や水などの資源を使用し、CO２や廃

棄物の排出といった環境への影響は避けら
れません。次世代に豊かな地球を引き継ぐ
ために、サプライチェーン全体での環境負荷
ゼロを目指し、全社として脱炭素社会の実
現、資源循環社会の実現、生物多様性の保
全を重要課題に定め、CO２排出量、廃プラス
チックリサイクル率、サステナブル材料使用
率の３つの目標設定のもと、取組みを進めて
います。Ｎｉｔｔｏは国内外に約100カ所の拠点
があり、茨木事業所は、国内主要事業所
７つのうちの１つです。「Ｎｉｔｔｏの未来を創る
事業所へ」を環境目標としています。　　　
環境への取組みとしては、　　　　　　
①エネルギーの効率的な利用による省エネ活動
②電力を再生可能エネルギーに転換していく活動
③構内で発生した廃棄物や事務所ごみの
　リサイクル促進　　　　　　　　　　　
などを行っています。　　　　　　　　　
　環境目標自体は設備更新や効率化による
ところが大きく、環境意識が伴っていなくて
も達成は可能です。しかし事務職員から現場
の作業員まで、一人一人が自発的に環境活
動に関わり、行動をするためには意識の向上
は不可欠と考え、２０２３年よりEYT（環境イン
パクト予知訓練）を全社で実施しています。
これは業務活動がもたらす環境への影響を
考え、話しあい、意識の向上と行動変容を目
指すものです。実施後のアンケートでは８～
９割以上の回答者が環境について考え、話す
きっかけになった、行動へのアイディアと気
づきがあったと回答しており、継続して実施
することで社員の意識向上を図っていきた
いと考えています。

編）環境問題に対して、具体的にどのような取組
みをされていますか？

大）製品開発を通じた貢献のほか、地域貢献活
動として、各事業所で様々な取組みを行って
います。茨木事業所では、地域の方から「Ｎｉｔ
ｔｏの名前は知っているけど何をしている会
社なのか分からない」という声がありまし
た。Ｎｉｔｔｏをより身近な企業として感じて頂
けるような取組みを進めています。茨木事業
所では、近隣の小学校から社会科見学の受
け入れ、茨木市主催子どもセミナーや地域
のイベントなどでワークショップや学習会を
行っています。2023年１１月からは茨木市観
光協会事業（観光さつま芋堀り園の準備）へ
参画しています。NPO法人と協働で栽培を
行った結果、昨年度は約20トンのさつま芋
を収穫し、茨木市シルバーセンターや子ども
食堂用に寄贈することができました。今年は
収穫時、従業員や家族への参加も呼びかけ
る予定です。

編）これからの目標や読者へのメッセージを
お聞かせください。

大）様々な要因が絡み合っている社会課題は、
自社の取組みだけでは解決できません。特
に脱炭素社会の実現には、原材料の調達か
ら製品廃棄までのCO₂排出量削減が必要で
す。当社でもScope3※2の目標を設定し、
SBT※3認証を取得するなど、活動を本格化し
ています。膨大なデータの収集、算定式の精
緻化など課題は少なくありませんが、サプラ
イヤーにも理解と協力を頂きながら、活動を
進めています。また製品を通じて、地球環境
や人類・社会の課題解決に寄与する製品や
サービスを、研究開発の拠点であるこの茨
木事業所から発信していきたいと考えてい
ます。地域のイベントにも参加しております
ので、お見かけになりましたらどうぞお立ち
寄りください。

日東電工株式会社をはじめ、Ｎｉｔｔｏグループは１９１８年の創業以来培われてきた技術を複合・発展させ、エレクトロニクス業界や、自
動車、住宅、インフラ、環境および医療関連などの幅広い領域で、様々な製品を提供されています。

編）：えこっとOSAKA編集班
大）：日東電工（株）・大出さん
松）：日東電工（株）・松本さん

製造に関する業種ではどうしても様々な資源
を扱いますが、日東電工株式会社様は従業員の
一人一人まで、環境意識を高めていく活動など、
紙面では載せきれないほど聴かせていただきま
した。その信念を内部だけでとどまらず、地域、や
がては社会全体へ広げていく姿勢は素晴らしく、
ぜひ見習っていきたいものです。

※1　原材料やエネルギーの流れを追跡し、コストを可視化し、無駄を削減する手法　※3  パリ協定で採択された科学的根拠に基づく目標（産業革命前比で気温上昇を1.5°C未満に抑える目標）と整合した、企業が設定する「温室効果ガス排出削減目標」
※2　事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（Ｓｃｏpe１）、他社から供給された電力や熱、蒸気の使用に伴う間接排出 (Scope2）以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）

■ 屋上に設置された太陽光発電設備 ■ 春日丘小学校訪問時のようす ■ シュレッダーの紙ごみを
 　トイレットペーパーへ

（日東電工 茨木事業所）
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